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一 

は
じ
め
に 

海
洋
環
境
の
悪
化
は
年
々
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

る
に
、
海
洋
環
境
の
保
護
お
よ
び
保
全
に
関
す
る
国
際
法
は
い
ま
だ
不

十
分
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
国
際
連
合
海
洋
法
条
約
も
第
一
二
部
で
四
六

ヵ
条
に
わ
た
る
詳
細
な
規
定
を
お
い
た
が
、
い
ま
だ
発
効
し
て
い
な
い
。

海
洋
環
境
に
関
連
す
る
諸
条
約
も
、
現
実
の
汚
染
の
進
行
に
追
い
つ
け

な
い
状
態
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
条
約
の
各
国
に
お
け
る
国
内

的
履
行
の
実
態
は
は
な
は
だ
不
完
全
な
状
況
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
実

と
法
の
乖
離
を
ど
う
埋
め
て
い
く
か
が
今
日
の
国
際
環
境
法
の
基
本
的

な
課
題
で
あ
る
が
、
海
洋
環
境
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
本
稿
で

は
、
海
洋
環
境
の
保
護
と
保
全
に
関
す
る
国
連
海
洋
法
条
約
第
一
二
部

の
規
定
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
そ
こ
で
各
国
に
課
せ
ら
れ
て
い
る 

  
 ｢

一
般
的
義
務｣

お
よ
び
環
境
保
護
に
関
す
る
国
家
の
「
保
証
責
任
」
の

問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。 

ひ
と
口
に
海
洋
汚
染
と
い
っ
て
も
、
そ
の
発
生
源
は
多
様
で
あ
る
。

海
洋
法
条
約
で
は
こ
れ
を
、
⑴
陸
上
源
か
ら
の
汚
染(

二
〇
七
条)

の
ほ

か
、
⑵
大
気
を
通
じ
て
の
汚
染(

二
一
二
条)

、
⑶
船
舶
か
ら
の
汚
染(

二

一
一
条)

、
⑷
海
洋
投
棄
に
よ
る
も
の(

二
一
〇
条)

、
⑸
国
家
管
轄
に
属

す
る
海
底
鉱
物
資
源
の
探
査
開
発
に
起
因
す
る
も
の(

二
〇
八
条)

、
⑹

深
海
底
に
お
け
る
活
動
か
ら
の
汚
染(

二
〇
九
条)

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
各
国
が
、
海
洋
環
境
の
汚
染
を
防
止
し
、
軽
減
し
お
よ

び
規
制
す
る
た
め
の
効
果
的
な
国
内
法
令
制
定
の
義
務
を
課
す
と
と
も

に
、
そ
の
基
準
の
国
際
標
準
化
と
政
策
調
整
を
は
か
る
よ
う
規
定
し
て

い
る
。
同
条
約
は
こ
の
よ
う
に
、
海
洋
汚
染
防
止
に
関
す
る
各
国
の
立

法
管
轄
権
の
国
際
基
準
化
を
め
ざ
す
と
同
時
に
、
そ
の
執
行
管
轄
権
に

海
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つ
い
て
も
、
各
汚
染
源
ご
と
に
そ
の
損
害
の
規
模
と
利
害
関
係
の
程
度

に
応
じ
て
、
旗
国
・
沿
岸
国
・
入
港
国
・
原
因
行
為
地
国
な
ど
の
関
係

国
間
に
お
け
る
配
分
を
定
め
て
い
る
。
海
洋
環
境
保
護
の
問
題
も
、
国

際
法
上
、
基
本
的
に
は
、
国
家
管
轄
権
の
配
分
と
調
整
の
問
題
で
あ
る

こ
と
を
、
ま
ず
銘
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(
) 

実
態
的
に
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
汚
染
源
の
う
ち
、
⑴
の
陸
上
起
因
汚

染
が
全
体
の
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
⑵
の
大
気
を
通
じ
る
も
の
が
三
三
パ

ー
セ
ン
ト
、
⑶
の
船
舶
起
因
が
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
⑷
の
海
洋
投
棄
が

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
⑸
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

大
気
を
通
じ
て
海
に
持
ち
込
ま
れ
る
汚
染
物
質
の
ほ
と
ん
ど
が
元
来
陸

上
か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
陸
上
起
源
の
汚
染

が
全
体
の
八
割
近
く
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
海
洋
汚
染
の
問
題

も
、
結
局
は
、
陸
上
で
の
汚
染
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
が
決
定
的
に

重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
は
、
海
洋
法
に
関
連

す
る
か
ぎ
り
で
、
国
際
法
に
よ
る
環
境
保
護
の
問
題
を
考
察
し
て
お
き

た
い
。 

(
) 

（
１
） 

山
本
草
二
『
海
洋
法
』、
三
省
堂
、
一
九
九
二
年
、
二
五
八
―
二
六
五

ペ
ー
ジ
。 

（
２
） 

林
司
宣
「
海
洋
汚
染
・
環
境
問
題
の
現
状
と
対
策
」
、
日
本
海
洋
協

会
『
海
洋
問
題
講
演
集
』、
一
九
九
二
年
、
五
―
一
二
ペ
ー
ジ
。 

 

1

2

 

二 

海
洋
環
境
保
護
に
関
す
る｢

一
般
的
義
務｣

の
意
義 

国
連
海
洋
法
条
約
は
第
一
二
部
冒
頭
の
一
九
二
条
で
、｢

い
ず
れ
の
国

も
、
海
洋
環
境
を
保
護
し
及
び
保
全
す
る
義
務
を
有
す
る
」
と
一
般
的

義
務
を
規
定
す
る
。
従
来
の
国
際
法
の
も
と
で
は
、
国
際
環
境
紛
争
は
、

汚
染
の
原
因
行
為
が
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、｢

被
害

国
」
対
「
加
害
国
」
と
い
う
図
式
に
お
い
て
、
そ
の
解
決
が
は
か
ら
れ

て
き
た
。
し
か
る
に
、
国
家
が
、
特
定
の
他
国
に
対
し
て
で
は
な
く
、

国
際
社
会
全
体
に
対
し
て
一
般
的
・
対
世
的
に
義
務
を
負
う
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
そ
の
義
務
の
違
反
に
対
し
て
は
、
直
接
に
被
害
を
受
け

た
国
家
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
国
に
も
、
い
わ
ゆ
る
民
衆
訴
訟
的

な
原
告
適
格(standing)

を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
否
か
が
問
題

と
な
る
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
の
が
、
一
九
七
四
年
の｢

核
実
験
事
件｣

(N
uclear Tests Case, Australia v. France, ICJ, D

ec. 20, 1974)

で
あ
っ
た
。
本
件
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
南
太
平
洋
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
の
大
気
圏
内
核
実
験
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
域
に
放
射
性
物
質

を
降
下
・
堆
積
さ
せ
、
同
国
民
の
健
康
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
と
主
張

し
た
が
、
同
時
に
、
追
加
的
論
点
と
し
て
、
公
海
の
汚
染
に
関
す
る
問

題
を
提
起
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
た

ん
に
自
国
の
被
害
の
み
を
問
題
と
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
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の
核
実
験
が
同
国
の
「
他
国
に
対
す
る
義
務
」
に
も
違
反
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
「
こ
れ
ら
の
他
国
に
代
わ
っ
て
」

判
決
を
得
る
た
め
の
法
的
利
益
を
有
す
る
と
い
う
主
張
を
行
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。 

｢

す
べ
て
の
国
が
公
海
に
お
い
て
漁
業
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
は
、

な
ん
ら
の
主
張
・
立
証
の
必
要
な
く
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他

国
が
汚
染
水
域
で
そ
の
時
期
に
積
極
的
に
〔
漁
業
〕
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
特
定
の
一
国
が
公
海
を

汚
染
す
る
こ
と
は
事
由
だ
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
い
か
な
る
常
識
に

も
反
す
る
。
海
は
静
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
生
態
系
は
複
雑
で
相

互
に
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
誰
も
あ
る
水
域
の

汚
染
―
―
と
く
に
放
射
能
を
含
ん
だ
汚
染
―
―
が
結
果
的
に
他
の
水
域

に
影
響
し
な
い
と
言
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
し
裁
判
所
が

こ
の
種
の
問
題
に
関
す
る
考
察
を
怠
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、

国
際
社
会
の
利
益
を
司
法
的
手
段
に
よ
っ
て
保
護
す
る
と
い
う
裁
判
所

の
役
割
（to protect by judicial m

eans the interests of the 
international com

m
unity)

を
投
げ
出
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。） 

こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
立
場
は
、
同
国
が
そ
れ
自
身
の

個
別
的
権
利
の
侵
害
を
理
由
と
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

国
際
社
会
全
体
の
利
益
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
義
務
違
反
を
追
及
す
る

と
い
う
民
衆
訴
訟
的
な
訴
え
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う

な
原
告
適
格
を
有
す
る
か
否
か
が
、
本
件
に
お
け
る
隠
れ
た
争
点
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

(

1) 

も
っ
と
も
周
知
の
よ
う
に
国
際
司
法
裁
判
所(

Ｉ
Ｃ
Ｊ)

の
多
数
意
見

で
は
、
一
九
七
四
年
六
月
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
を
は
じ
め
閣
僚
に

よ
る
一
連
の
大
気
圏
内
核
実
験
の
終
了
に
関
す
る
声
明
な
ど
に
よ
り｢

紛

争
は
消
滅
し
た｣

と
の
立
場
か
ら
、
原
告
が
要
請
し
て
い
た
違
法
性
の

宣
言
に
つ
い
て
も
そ
の
必
要
性
は
な
く
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
オ
ネ
ヤ
マ
、
デ
ィ
ラ
ー
ド
、
ア
レ
チ
ャ
ガ
、
ウ
ォ
ル
ド
ッ

ク
の
四
裁
判
官
に
よ
る
共
同
反
対
意
見
で
は
、
宣
言
判
決
の
必
要
性
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。 

｢

原
告
に
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
る
権
利
の
侵
害
は
、
原
告
自
身
の
領
域

主
権
と
と
も
に
、
万
民
の
共
有
物res com

m
unis

と
し
て
の
公
海
の

性
質
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
固
有
の
も
の
と
さ
れ
る
。
…
…
原
告
が
正
式

に
裁
判
所
に
対
し
て
判
決
の
実
質
的
部
分
で
求
め
て
い
る
の
は
、
大
気

圏
内
核
実
験
が
『
国
際
法
の
適
用
さ
れ
る
規
則
に
反
す
る
』
旨
の
宣
言

で
あ
る
。
一
国
の
行
為
が
国
際
法
に
反
す
る
か
否
か
を
決
定
し
宣
言
す

る
こ
と
は
、
国
際
裁
判
の
本
質
に
属
し
、
裁
判
所
の
司
法
機
能
の
中
心

的
な
事
項
で
あ
る
。
」 

(
) 

こ
の
よ
う
な
宣
言
判
決
を
ど
の
範
囲
で
認
め
る
こ
と
が
妥
当
か
は
Ｉ

Ｃ
Ｊ
の
司
法
政
策
上
も
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
積
極
的
に
容

認
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
民
衆
訴
訟
へ
の
途
を
開
く
こ
と

2
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に
な
ろ
う
。
民
衆
訴
訟 (actio popularis) 

の
法
理
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
の
は
一
九
六
六
年
の
南
西
ア
フ
リ
カ
事
件
（
第
二
段
階
）
で
あ

っ
た
。
そ
の
判
決
で
は
、
結
局
、
国
際
法
に
お
け
る
民
衆
訴
訟
の
概
念

は
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
国
際
環
境
法
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

で
は
、
し
だ
い
に
、
原
告
適
格
の
範
囲
を
広
く
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

(
) 

も
と
よ
り
、
海
洋
環
境
を
含
め
て
環
境
保
護
の
一
般
的
義
務
を
実
体

法
の
レ
ベ
ル
で
規
定
す
る
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て

民
衆
訴
訟
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
手
続
法
上
の
発
展
い
か
ん
に
依

存
す
る
問
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
そ
れ
は
、
上
記
共
同
反
対
意
見
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
所
の
機
能
を
い
か
に
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
と

不
可
分
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
二
条
が
い
か
な
る
意
味
を
付

与
さ
れ
る
か
は
、
今
後
の
国
家
実
行
の
集
積
と
発
展
に
依
存
す
る
部
分

が
大
き
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(
) 

（
１
）I

 Case, Vol. 1, p. 337. 
 

CJ, Pleadings, N
uclear Tests

（
２
） 

CJ Reports, 1974, pp. 64-65. 
I

（
３
） Frederic I. K

irgis, Jr., “Standing to Challenge H
um

an 
Endeavors That Could Change the Clim

ate,” 84 The Am
er-

ican Journal of International Law
, 1990, pp. 525-5

0. 
3

（
４
） Shinya M

urase, “Rem
arks on the International Environ- 

m
ental Law

-M
aking, ” The Proceedings of the Am

erican 
Society of International Law

, 85th Annual M
eeting, 1991, pp. 

4

3

409-413. 

三 

海
洋
汚
染
に
関
す
る
問
題
の
推
移
と
国
際
法
の
対
応 

海
洋
汚
染
の
法
的
規
制
が
最
初
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
船
舶
か
ら

の
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
油
の
排
出
を
原
因
と
す
る
も
の
で
、
戦
前

に
お
い
て
は
お
お
む
ね
、
各
国
内
法
の
規
律
に
委
ね
ら
れ
、
規
制
の
範

囲
も
そ
れ
ぞ
れ
の
領
海
・
内
水
に
限
ら
れ
て
い
た
。
条
約
に
よ
る
規
制

が
必
要
と
さ
れ
た
最
初
の
も
の
は
、
船
舶
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
か
ら
の
故

意
に
よ
る
（
技
術
的
な
）
油
の
排
出
（
と
り
わ
け
タ
ン
カ
ー
の
船
倉
〔
ビ

ル
ジ
〕
か
ら
の
廃
油
の
排
出
）
で
あ
り
、
一
九
五
四
年
の｢

海
水
油
濁
防

止
条
約
」
は
、
旗
国
が
船
長
と
船
舶
の
所
有
者
に
対
し
刑
事
責
任
を
追

及
す
る
こ
と
に
よ
り
海
洋
汚
染
行
為
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
後
数
次
の
改
正
に
よ
り
、
規
制
内
容
を
厳
し
く
す
る
と
と
も
に
、

適
用
範
囲
を
拡
大
し
て
き
た
。
七
三
、
七
八
年
の
「
船
舶
起
因
の
海
洋

汚
染
の
防
止
に
関
す
る
条
約｣

（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
条
約
）
は
、
こ
れ
ら
を

単
一
の
条
約
に
統
合
し
た
ほ
か
、
新
た
な
規
制
対
象
も
付
加
し
た
。
国

連
海
洋
法
条
約
は
、
船
舶
か
ら
の
排
出
に
伴
う
汚
染
防
止
と
取
り
締
ま

り
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
お
い
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
こ
う
し

た
船
舶
を
直
接
の
汚
染
源
と
す
る
排
出
と
は
異
な
り
、
人
為
的
に
廃
棄

物
を
公
海
に
投
棄
す
る
行
為
が
多
発
し
て
お
り(

と
り
わ
け
放
射
性
物
質

な
ど
高
度
の
危
険
性
を
も
つ
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
が
深
刻
で
あ
る)

、
こ
れ
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ら
を
規
制
す
る
た
め
の
一
般
条
約
と
し
て
、
七
二
年
の
海
洋
投
棄
規
制

ロ
ン
ド
ン
条
約
が
あ
る
。 

(
) 

こ
う
し
た
意
図
的
な
排
出
や
投
棄
と
は
別
に
、
海
洋
汚
染
の
問
題
を

広
く
海
洋
環
境
の
保
護
と
保
全
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
一
九
六
七
年
に
大
規
模
な
原
油
流
出
を
引
き
起
こ
し
た
ト
リ

ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
こ
う
し
た
事
故
に
よ

る
油
の
排
出
に
関
す
る
条
約
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で

は
、
こ
れ
ら
の
船
舶
事
故
に
伴
う
汚
染
の
防
止
と
責
任
に
つ
い
て
、
や

や
詳
し
く
み
て
お
く
こ
と

 

と
し
た
い
。

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン(Torrey Canyon)
号
は
リ
ベ
リ
ア
船
籍
の

大
型
タ
ン
カ
ー(

一
二
万
ト
ン)

で
あ
っ
た
が
、
同
船
は
一
九
六
七
年
三

月
一
八
日
、
英
国
沖
合
の
公
海
上
、
セ
ヴ
ン
・
ス
ト
ー
ン
ズ
岩
礁
で
座

礁
、
約
六
万
ト
ン
の
原
油
が
流
出
し
て
英
仏
両
国
の
海
岸
を
汚
染
し
、

漁
場
・
観
光
地
・
野
生
動
植
物
に
多
大
の
損
害
を
も
た
ら
し
た
も
の
で

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
座
礁
事
故
の
通
報
を
受
け
、
た
だ
ち
に
洗
浄

剤
の
散
布
・
原
油
の
汲
み
出
し
・
曳
航
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
試
み
た

が
、
い
ず
れ
も
失
敗
し
た
た
め
、
船
主
に
通
告
の
う
え
、
英
軍
隊
が
船

体
の
爆
破
に
よ
る
原
油
の
焼
滅
作
業
を
行
な
っ
た
。 

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
の
名
目
的
所
有
者
は
バ
ラ
キ
ュ
ー
ダ
・
タ

ン
カ
ー
会
社
（
リ
ベ
リ
ア
で
設
立
、
本
店
所
在
地
は
英
領
バ
ミ
ュ
ー
ダ
）

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
米
国
の
ユ
ニ
オ
ン
・
オ
イ
ル
社(

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
法
人)

の
子
会
社
で
あ
っ
た
。
事
故
当
時
、
同
船
は
ユ
ニ
オ
ン
・
オ
イ

ル
社
と
の
長
期
裸
傭
船
契
約
の
も
と
に
あ
っ
た
。 

1

事
件
後
、
英
仏
両
国
は
一
九
六
七
年
五
月
四
日
、
バ
ラ
キ
ュ
ー
ダ
・

タ
ン
カ
ー
会
社
を
本
店
所
在
地
の
バ
ミ
ュ
ー
ダ
で
提
訴
、
そ
の
後
、
米

国
の
裁
判
所
で
親
会
社
の
ユ
ニ
オ
ン
・
オ
イ
ル
社
を
提
訴
、
さ
ら
に
英

国
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
、
そ
れ
ぞ
れ

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
の
姉
妹
船
を
差
し
押
さ
え
た
。
こ
う
し
た
措

置
を
背
景
に
、
両
船
は
船
主
側(

バ
ラ
キ
ュ
ー
ダ
・
タ
ン
カ
ー
会
社
お
よ

び
ユ
ニ
オ
ン
・
オ
イ
ル
社)

と
示
談
交
渉
を
進
め
た
結
果
、
六
九
年
一
一

月
一
九
日
、
最
終
的
に
示
談
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
船
主
側
は
、

英
仏
両
国
に
総
額
三
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
用
意
す
る
こ
と
、
両
国
の
個
人

か
ら
の
請
求
に
充
当
す
る
た
め
二
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
支
払
う
こ
と
、

な
ど
が
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

（

） 

こ
の
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
事
件
を
契
機
と
し
て
、
大
型
タ
ン
カ

ー
な
ど
の
船
舶
事
故
に
よ
る
海
洋
汚
染
に
関
す
る
新
た
な
条
約
の
必
要

性
が
痛
感
さ
れ
、
そ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
た
め
、
一
九
六
九
年
に
二

つ
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
が
成
立
し
た
。
一
つ
は
「
油
濁
事
故
の
場
合
の

公
海
上
の
介
入
に
関
す
る
国
際
条
約
」（
い
わ
ゆ
る
公
法
条
約
）
で
あ

り
、
海
洋
汚
染
の
重
大
か
つ
急
迫
の
危
険
が
自
国
海
岸
線
に
迫
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
一
定
の
条
件
の
も
と
に
、
沿
岸
国
に
汚
染
の
防
止
・
軽

減
・
除
去
の
た
め
の
介
入
措
置
の
権
限
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
も
う 

2
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一
つ
が
、｢

油
濁
損
害
に
対
す
る
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
条
約｣(

い
わ

ゆ
る
私
法
条
約)

で
、
汚
染
損
害
に
つ
い
て
船
舶
所
有
者
に
対
し
賠
償
に

関
す
る
無
過
失
・
有
限
の
民
事
責
任
を
定
め
た
条
約
で
あ
る
。 

前
者
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
公
法
条
約
は
、
従
来
の
旗
国
主
義
に
修
正
を
加

え
て
沿
岸
国
管
轄
権
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
適
用
範
囲

は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
便
宜
置
籍
船

の
存
在
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
船
舶
の
運
航
管
理
に
つ
い
て
の
統
制

が
不
充
分
に
し
か
行
な
わ
れ
て
い
な
い
国
家
に
海
洋
汚
染
の
防
止
を
期

待
で
き
な
い
と
す
る
沿
岸
国
の
立
場
か
ら
は
、
旗
国
主
義
に
よ
る
規
制

の
限
界
を
指
摘
す
る
声
が
強
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の

た
め
第
三
次
海
洋
法
会
議
で
は
、
汚
染
防
止
に
つ
い
て
の
沿
岸
国
に
よ

る
管
轄
権
拡
大
の
主
張
を
い
か
に
取
り
込
ん
で
い
く
か
が
問
題
の
焦
点

と
な
り
、
国
連
海
洋
法
条
約
で
は
、
旗
国
主
義
を
補
完
す
べ
く
、
一
定

の
範
囲
で
限
定
的
に
、
汚
染
防
止
に
関
す
る
沿
岸
国
の
管
轄
権
が
規
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
二
一
一
、
二
二
〇
、
二
二
一
条
）
。 

（
１
） 

 
 

r
t

 

詳
細
は
、
山
本
草
二
、
前
掲
書
、
二
五
八
―
二
六
五
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
２
） D

. P. O
’Connell, The

Inte
national Law

 of he
Sea, Vol. 

II, pp. 1984, 1006f. 

四 

海
洋
環
境
保
護
に
関
す
る
国
家
の｢

保
証
責
任｣ 

国
連
海
洋
法
条
約
は
一
九
四
条
二
項
で
「
い
ず
れ
の
国
も
、
自
国
の

管
轄
又
は
管
理
の
下
に
お
け
る
活
動
が
他
の
国
及
び
そ
の
環
境
に
対
し

汚
染
に
よ
る
損
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
行
わ
れ
る
こ
と
並
び
に
自

国
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
に
お
け
る
事
故
又
は
活
動
か
ら
生
じ
る
汚
染

が
こ
の
条
約
に
従
っ
て
自
国
が
主
権
的
権
利
を
行
使
す
る
区
域
を
超
え

て
拡
大
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
す
べ
て
の
必
要
な
措
置
を
と
る｣

旨
定
め
る
。
こ
の
条
項
は
一
九
七
二
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
人
間
環
境

宣
言
の
原
則
二
一
後
段
の
「
各
国
は
、
自
国
の
管
轄
又
は
管
理
の
下
に

お
け
る
活
動
が
、
他
国
又
は
自
国
の
管
轄
の
外
の
区
域
の
環
境
に
損
害

を
与
え
な
い
よ
う
確
保
す
る
責
任
を
負
う
」
と
規
定
し
た
の
と
同
趣
旨

で
あ
る
。
国
家
の
こ
の
よ
う
な
「
確
保
す
る
責
任
」
を
「
保
証
責
任
」

と
よ
ぶ
。 

(
) 

こ
の
保
証
責
任
を
考
察
す
る
う
え
で
、「
管
轄
（
権
）
ま
た
は
管
理
」

( jurisdiction or control) 

の
語
の
意
義
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

通
常
「
管
轄
権
」
は
い
わ
ゆ
る
領
域
的
管
轄
権
を
指
称
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
「
管
理
」
は
旗
国
の
登
録
な
ど
を
媒
介
と
す
る
属
人
的
な
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
言
う
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
と
く
に
国
際

環
境
法
の
分
野
に
お
い
て
、
国
家
の
保
証
責
任
を
拡
大
し
て
捉
え
る
傾

向
を
反
映
し
て
、
こ
の
「
管
理
」
の
概
念
を
た
ん
に
法
的
な
絆
帯
に
限

定
せ
ず
、
国
家
の
立
法
管
轄
権
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
一
定
の
国
内

措
置
を
媒
介
と
し
た
事
実
上
の
管
理
を
も
含
め
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向

が
顕
著
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
海
洋
汚
染
の
な
か
で
も
タ

(
) 

1
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ン
カ
ー
な
ど
に
よ
る
油
濁
事
故
は
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
る
が
、
前
記
の

ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
号
の
場
合
も
、
い
わ
ゆ
る
多
国
籍
企
業
の
所
有

に
か
か
わ
る
便
宜
置
籍
船
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
汚
染
防
止
と
そ
の
責
任

に
関
す
る
法
律
問
題
の
処
理
を
困
難
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
「
管
理
」
概
念
に
着
目
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
号
事
件
を
例
に
と
っ
て
、
こ
の
点

を
検
討
し
て
お
き
た
い
。 

ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
（Am

oco Cadiz

）
号
は
リ
ベ
リ
ア
船
籍
の
マ

ン
モ
ス
・
タ
ン
カ
ー(

二
三
万
ト
ン)
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
八
年
三
月

一
六
日
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
海
岸
沖
二
キ
ロ
の
水
域
で
操
舵
機
関
の
故
障

の
た
め
、
座
礁
・
大
破
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
三
週
間
に
わ

た
り
二
三
万
ト
ン
の
油
を
流
出
し
、
そ
の
油
濁
の
た
め
、
海
岸
線
三
七

五
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
多
大
の
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
号
は
、
ア
モ
コ
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
社
と
い
う
リ

ベ
リ
ア
法
人
に
所
属
す
る
船
舶
で
あ
る
が
、
同
社
は
名
目
上
の
所
有
者

に
す
ぎ
ず
、
実
質
上
の
所
有
者
は
そ
の
親
会
社
で
あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
油
会
社 (

本
社
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ) 

で
あ
っ
た
。
ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ

ス
号
の
運
用
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
そ
の
運
送
部

門
を
担
当
す
る
ア
モ
コ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
石
油
会
社
（
本
社
イ

リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
）
が
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
船

が
リ
ベ
リ
ア
に
登
録
さ
れ
た
便
宜
置
籍
船
で
あ
っ
た
こ
と
、
名
目
的
所

有
者
と
そ
の
親
会
社
と
の
支
配
関
係
な
ど
、
前
記
ト
リ
ー
・
キ
ャ
ニ
オ

ン
号
の
場
合
に
酷
似
し
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ

ス
号
は
七
〇
年
に
シ
カ
ゴ
で
結
ば
れ
た
契
約
に
基
づ
き
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

石
油
会
社
が
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ス
テ
ィ
エ
ロ
ス
造
船
会
社
に
設
計
・
建
造

を
依
頼
、
設
計
か
ら
試
運
転
ま
で
の
全
過
程
を
ア
メ
リ
カ
船
級
協
会(

Ａ

Ｂ
Ｓ
･･Am

erican Bureau of Shipping) 

が
監
督
し
、
そ
の
検
査
に

合
格
し
て
、
七
四
年
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
号
の
船

長
は
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
り
、
荷
主
は
シ
ェ
ル
石
油
会
社
で
あ
っ
た
。 

本
件
の
油
濁
に
よ
り
、
観
光
業
・
漁
業
上
の
損
害
の
ほ
か
、
多
数
の

野
鳥
・
動
植
物
が
死
滅
し
た
と
言
わ
れ
、
損
害
額
の
全
体
は
八
億
な
い

し
一
三
億
フ
ラ
ン
に
の
ぼ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

油
濁
に
関
す
る
民
事
責
任
と
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
九
年
の

ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
が
あ
る
。
同
条
約
九
条
に
よ
る
と
、
本
件
管
轄
裁
判

所
は
、
被
害
地
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
る
に
、
同
五
条
で
は
、
そ
の
責
任
限
度
額
は
七
七
〇
〇
万
フ
ラ
ン

程
度
に
し
か
な
ら
ず
、
こ
れ
は
原
告
主
張
に
よ
る
上
記
被
害
総
額
の
一

割
に
も
満
た
な
い
額
で
あ
る
。
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
側
（
フ
ラ
ン
ス
政

府
、
県
、
市
町
村
、
ホ
テ
ル
業
者
、
漁
業
関
係
者
、
自
然
保
護
団
体
、
そ
の

他
個
人)
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
の
限
度
額
を
回
避
す
べ
く
、
同
条
約
を

批
准
し
て
い
な
い
米
国
の
裁
判
所
で
こ
の
事
件
を
争
う
こ
と
と
し
た
も

の
で
あ
る(
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ベ
リ
ア
は
批
准
済
み)

。
こ
う
し
て
本
件
は
被

（

）
3
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告
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
の
本
拠
地
で
あ
る
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
の

連
邦
裁
判
所
に
係
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
事
件
の
争
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
の
観
点
か
ら
は
と
く

に
、
次
の
二
点
が
重
要
で
あ
る
。
第
一
は
、
米
国
裁
判
所
の
管
轄
権
が

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
る
か
、
そ
の
前
提
問
題
と
し
て
、

多
国
籍
企
業
の
内
部
関
係
、
す
な
わ
ち
、
名
目
的
所
有
者
で
あ
る
リ
ベ

リ
ア
法
人
と
実
質
的
所
有
者
で
あ
る
親
会
社
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社

と
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
ア
モ

コ
・
カ
デ
ィ
ス
号
の
操
舵
機
関
の
故
障
に
関
連
し
て
、
同
船
の
建
造
過

程
に
お
け
る
ア
ス
テ
ィ
エ
ロ
ス
造
船
会
社
に
対
す
る
裁
判
管
轄
・
被
告

適
格
が
い
か
な
る
根
拠
に
よ
っ
て
容
認
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
本
件
は
フ
ラ
ン
ス
の
領
海
内
で
お
き
た
事
故
で
あ
る
が
、
上
記
の

争
点
は
、
い
ず
れ
も
、
国
連
海
洋
法
条
約
一
九
四
条
二
項
の
「
自
国
の

管
轄
又
は
管
理
の
下
に
お
け
る
活
動
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
と

い
う
問
題
に
関
連
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

ま
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
一
九
八
四
年
四
月
一
八
日
の
連
邦
裁
判

所
イ
リ
ノ
イ
北
部
地
方
東
部
支
部
判
決
で
は
、
ア
モ
コ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
石
油
会
社
お
よ
び
ア
モ
コ
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
社
の
責
任
を

明
確
に
し
た
後
、
そ
れ
ら
の
親
会
社
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
の
責
任

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

｢

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
世
界
中
で
石
油
製
品
の
探
査
・
生
産
・
精
錬
・

運
送
・
販
売
を
系
統
的
な
子
会
社
を
通
じ
て
行
な
う
統
合
さ
れ
た
多
国

籍
企
業
と
し
て
、
ア
モ
コ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
お
よ
び
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
包
括
的
所
有
に
帰
す
る
子
会
社
な
い
し
下

部
組
織
（its w

holly ow
ned subsidiaries and instrum

ental-
ities

）
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
そ
の
子
会
社
で
あ
る
ア
モ
コ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
お
よ
び
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
が
た
ん
に
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
下
部
組
織
に
す
ぎ
な
い
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
自
身
、
当
初
は
、

ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
号
の
設
計
・
建
造
・
運
用
・
経
営
管
理
に
か
か
わ

り
、
あ
た
か
も
同
船
が
そ
の
所
有
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
た
。 

し
た
が
っ
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
号
の
設
計
・

建
造
・
運
用
・
維
持
・
修
理
・
船
員
訓
練
に
関
す
る
自
身
の
過
失
お
よ

び
ア
モ
コ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ら
び
に
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
過

失
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
」 

(
) 

次
に
第
二
の
点
、
す
な
わ
ち
、
ア
ス
テ
ィ
エ
ロ
ス
造
船
会
社
の
責
任

に
関
連
し
て
、
一
九
八
三
年
二
月
三
日
の
イ
リ
ノ
イ
州
連
邦
控
訴
審
判

決
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
船
舶
の
可
動
性
と
広
い
活

動
範
囲
の
た
め
、
連
邦
裁
判
所
は
伝
統
的
に
広
汎
な
海
事
管
轄
権
を
有

し
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
所
の
管
轄
権
は
被
害
者

の
住
所
地
や
不
法
行
為
地
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
の
こ
と
は
合
理

的
に
統
一
さ
れ
た
国
際
規
則
に
よ
る
権
利
義
務
の
保
全
を
求
め
る
海
洋

4
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事
業
者
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
、
と
指
摘
し
た
。 

｢
船
舶
の
建
造
者
は
そ
の
所
有
者
と
と
も
に
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
大

き
な
損
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
損
害
の
被
害
者
は
、
船

舶
の
所
有
者
を
訴
え
る
と
同
様
の
寛
容
な
法
廷
の
選
択
を
認
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
逆
に
船
舶
の
建
造
者
も
、
そ
の
法
的
義
務
に
つ
い
て
、

多
か
れ
少
な
か
れ
統
一
的
な
国
際
規
則
の
体
系
の
も
と
に
定
式
化
さ
れ

て
い
る
と
い
う
安
全
性
を
保
障
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え

て
、
船
舶
の
運
航
に
お
け
る
安
全
の
問
題
と
そ
の
設
計
・
建
造
に
お
け

る
問
題
と
は
重
複
し
て
い
る
か
ら
、
前
者
の
争
点
に
つ
い
て
経
験
を
蓄

積
し
て
い
る
連
邦
裁
判
所
が
、
後
者
の
紛
争
に
つ
い
て
も
判
断
す
る
こ

相
対
的
に
妥
当
と
言
え
よ
う
。
」 

と
が

｢

ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
号
建
造
の
た
め
の
契
約
は
、
ア
ス
テ
ィ
エ
ロ
ス

と
ア
モ
コ
と
の
間
の
、
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
長
期
の
交
渉
の
後
、
一
九
七

〇
年
に
シ
カ
ゴ
で
署
名
さ
れ
た
。
…
…
買
い
主
の
住
所
地
で
契
約
の
交

渉
を
行
な
い
、
そ
し
て
署
名
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
で
実
質
的
意

味
で
の
取
引
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
〔
当

裁
判
所
の
管
轄
権
の
存
在
の
〕
要
件
の
一
が
充
た
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
…
…
〔
イ
リ
ノ
イ
州
の
ロ
ン
グ
ア
ー
ム
・
ス
タ
チ
ュ
ー
ト
の

適
用
に
関
し
て
〕
ア
モ
コ
側
と
シ
カ
ゴ
で
取
引
を
行
な
っ
て
い
る
間
中

ず
っ
と
、
ア
ス
テ
ィ
エ
ロ
ス
は
イ
リ
ノ
イ
州
法
の
保
護
の
も
と
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ス
テ
ィ
エ
ロ
ス
が
イ
リ
ノ

イ
州
に
お
い
て
〔
そ
の
法
の
適
用
を
受
け
る
に
〕
充
分
な
存
在(presence)

を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。｣ 

(
) 5

こ
う
し
て
一
九
八
八
年
一
月
一
一
日
の
賠
償
に
関
す
る
判
決
で
、
裁

判
所
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
総
額
八
五
二
〇

万
ド
ル (

四
億
六
七
〇
〇
万
フ
ラ
ン) 

の
賠
償
の
支
払
い
を
命
ず
る
と
と

も
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
ア
ス
テ
ィ
エ
ロ
ス
造
船
会
社
に
対
す
る
求
償

権
を
容
認
し
た
。
こ
の
地
裁
判
決
に
は
両
当
事
者
と
も
こ
れ
を
不
服
と

し
て
控
訴
し
た
が
、
九
二
年
一
月
二
四
日
の
控
訴
審
判
決
で
は
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
に
対
し
総
額
二
億
四
〇
〇
万
ド
ル
の
賠
償
が
命

じ
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
「
全
面
的
完
全
勝
訴
」
と
報
道
さ
れ
た
。 

(
) 

さ
て
、
国
連
海
洋
法
条
約
一
九
四
条
二
項
の
「
管
理
」
概
念
の
拡
大

は
、
ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
号
事
件
に
即
し
て
み
る
と
、
次
の
二
つ
の
方

向
で
確
認
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
と
い
う
多
国

籍
企
業
に
対
す
る
米
国
の
管
理
権
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
ア
ス
テ
ィ

エ
ロ
ス
造
船
会
社
の
責
任
追
及
の
過
程
で
問
題
と
な
っ
た
米
国
裁
判
所

の
管
轄
権
の
存
否
お
よ
び
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
か
か
わ
り
に
み
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ

国
内
法
の
域
外
適
用
の
問
題
で
あ
る
。 

ま
ず
前
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
判
決
で
は
、
ア
モ
コ
・
カ
デ
ィ
ス
号

の
名
目
的
所
有
者
で
あ
る
リ
ベ
リ
ア
法
人
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
社
と
親

会
社
の
米
国
法
人
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
と
の
関
係
を
、
多
国
籍
企

業
と
し
て
の
一
体
的
関
係
で
捉
え
、
前
者
は
た
ん
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

｢

下
部
組
織｣

で
し
か
な
い
と
し
て
い
る
。
判
決
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
の
被
告
適
格
を
認
定
し
、
米
国
連
邦
裁
判
所
の
管

6
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轄
権
を
認
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
環
境
汚
染
に
多
国
籍
企
業
が
か
か

わ
っ
て
い
る
場
合
、
直
接
加
害
者
は
現
地
の
子
会
社
で
あ
っ
て
も
賠
償

責
任
能
力
の
な
い
場
合
が
多
く
、
親
会
社
の
責
任
を
追
及
し
な
い
か
ぎ

り
被
害
者
の
救
済
は
な
し
え
な
い
。
今
日
で
は
少
な
く
と
も
環
境
分
野

で
は
、
親
会
社
と
そ
の
本
国
の
責
任
を
認
め
る
立
場
も
有
力
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
国
籍
企
業
に
関
す
る
「
管
理
」

概
念
の
拡
大
は
、
従
来
の
国
際
裁
判
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー

ス
と
さ
れ
て
き
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
件
判
決(

一
九
七
〇

年
、
Ｉ
Ｃ
Ｊ) 

の
再
検
討
を
迫
る
問
題
で
も
あ
る
。 

(
) 

(
) 

後
者
の
点
、
す
な
わ
ち
ア
ス
テ
ィ
エ
ロ
ス
造
船
所
の
い
わ
ば
製
造
物

責
任
の
追
及
に
関
す
る
局
面
で
も
「
管
理
」
概
念
の
機
能
が
う
か
が
え

る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
が
そ
の
管
轄
権
を
肯
定
す
る
根
拠
と
し
て
、
当

該
造
船
に
関
す
る
契
約
の
交
渉
と
締
結
が
「
シ
カ
ゴ
で
行
な
わ
れ
た
」

と
い
う
こ
と
に
力
点
を
お
い
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
み
た
と
お
り
で
あ

る
。
ま
た
、
一
九
八
四
年
の
地
裁
判
決
の
最
後
の
部
分
で
、
裁
判
所
が

Ａ
Ｂ
Ｓ
の
責
任
追
及
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い

点
で
あ
る
。
仮
に
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
責
任
が
容
認
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
場
合
に
は
、
そ
の
活
動
を
規
律
し
て
い
る
米
国
の
船
級
関
連
国
内
法

が
、
実
際
に
造
船
が
行
な
わ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
域
外
適
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
含
蓄
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。｢

船
舶
の
構
造
、
設

備
及
び
堪
航
性
」
が
本
来
は
「
旗
国
の
義
務
」(

九
四
条
三
項
ａ)

に
属

す
る
事
項
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
海
洋
汚
染
防
止
の
観
点
か
ら
は
、｢

管

理
」
の
責
任
を
負
う
国
に
も
、
こ
れ
を
確
保
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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